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各スケールでの処理を
変更することで，

可視化対象を調整可能

原画像

胸部のCR画像の例 金属製品のX線画像の例
※ CR：コンピュータ・ラジオグラフィ

多重スケール処理のイメージ

技術概要想定されるニーズ

医用画像中の微弱な特徴の可視化
※他大学と再生医療に関する共同研究を準備中

工業製品に対する非破壊の劣化検査
※企業と共同研究中（国際学会にて成果報告済）

多重スケール処理による微弱特徴の可視化
画像を周波数帯域(多重スケール)に分解し，
各スケールで異なる処理を適用することで，
画像中の任意の特徴を可視化できる．
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